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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成20年11月20日(2008.11.20)

【公表番号】特表2008-516754(P2008-516754A)
【公表日】平成20年5月22日(2008.5.22)
【年通号数】公開・登録公報2008-020
【出願番号】特願2007-536928(P2007-536928)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ   7/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ   7/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月19日(2008.9.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　排出流を形成する装置において、
　実質的に液体状態の流体を保持する流体容器と、
　入口端と、出口端とを有する気体発生器であって、該気体発生器の入口端は前記流体容
器と接続された前記気体発生器と、
　入口端と出口端とを有する第一の流体管であって、該第一の流体管の入口管は前記流体
容器と接続された前記第一の流体管と、
　入口端と、出口端とを有する第一の弁であって、該第一の弁の入口端は前記第一の流体
管の出口端と接続された前記第一の弁と、
　入口端と、出口端とを有する第二の弁であって、該第二の弁の入口端は前記気体発生器
の出口端と接続された前記第二の弁と、
　第一の入口と、第二の入口と、出口とを有する排出マニホルドであって、前記第一の入
口は前記第一の弁の出口端と接続され、前記第二の入口は前記第二の弁の出口端と接続さ
れ、前記第一及び第二の弁は、前記排出マニホルドにて発生された排出流の少なくとも１
つのパラメータを制御する、前記排出マニホルドと、
を備えた、排出流を形成する装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置において、前記流体は低温流体である、装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の装置において、前記少なくとも１つのパラメータは温度である、装置
。
【請求項４】
　請求項１に記載の装置において、前記少なくとも１つのパラメータは、温度、圧力及び
流量から成る群から選ばれる、装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の装置において、前記排出流は、気体、気体／液体の混合体、蒸気、蒸
発した液体及び気体の混合体、気体中のコロイド状懸濁物、気体中のエローゾル化した液
体懸濁物から成る群から選ばれる、装置。
【請求項６】
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　請求項１に記載の装置において、前記気体発生器は、前記気体発生器の入口端と出口端
との間に介在させた熱交換器を更に備える、装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の装置において、前記気体発生器の出口端と、前記第二の弁の入口端と
の間に介在させた熱交換器を更に備える、装置。
【請求項８】
　請求項６に記載の装置において、前記気体発生器の出口端と、前記第二の弁の入口端と
の間に介在させた補助的な熱交換器を更に備える、装置。
【請求項９】
　請求項１に記載の装置において、前記気体発生器の出口端と、前記第二の弁の入口端と
の間に介在させた気体発生器の温度センサを更に備え、該気体発生器の温度センサは、前
記気体発生器と関連して作動する、装置。
【請求項１０】
　請求項１に記載の装置において、前記排出マニホルドにて前記排出流の温度を測定し且
つ前記第一の弁と作用可能に関係付けられた排出流の温度センサを更に備える、装置。
【請求項１１】
　請求項１に記載の装置において、前記排出マニホルドにて前記排出流の圧力を測定し且
つ前記第二の弁と作用可能に関係付けられた排出流の圧力センサを更に備える、装置。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の装置において、前記排出マニホルドにて前記排出流の圧力を測定し
且つ前記第二の弁と関連して作動する排出流の圧力センサを更に備える、装置。
【請求項１３】
　請求項１０に記載の装置において、前記排出流の温度センサは、前記温度センサと前記
第一の弁との間に介在させた温度コントローラを介して前記第一の弁と関連して作動する
、装置。
【請求項１４】
　請求項１１に記載の装置において、前記排出流の圧力センサは、前記圧力センサと前記
第二の弁との間に介在させた温度コントローラを介して前記第二の弁と関連して作動する
、装置。
【請求項１５】
　請求項１に記載の装置において、気体発生器は高圧の気体供給システムである、装置。
【請求項１６】
　気体状流体を形成する装置において、
　実質的に液体状態の流体を保持する流体容器と、
　入口端と出口端とを有する第一の流体管であって、該第一の流体管の入口管は前記流体
容器と接続され、前記第一の流体管は実質的に液体状態の流体を受け取り、前記流体は第
一の流体流である前記第一の流体管と、
　入口端と、出口端とを有する気体発生器であって、該気体発生器の入口端は前記流体容
器と接続され、前記気体発生器は実質的に液体状態の流体を受け取り、前記流体は第二の
流体流である、前記気体発生器と、
　第一の入口と、第二の入口と、出口とを有する排出マニホルドであって、前記第一の入
口は前記第一の流体管弁の出口端と接続され、前記第二の入口は前記気体発生器の出口端
と接続された、前記排出マニホルドと、
　前記第一の流体管の出口端と前記排出マニホルドの第一の入口との間に介在されて、前
記第一の流体流の少なくとも１つのパラメータを制御する第一の制御手段と、
　前記気体発生器の出口端と、前記排出マニホルドの第二の入口との間に介在されて、前
記第二の流体流の１つのパラメータを制御する、第二の制御手段とを備える、気体状流体
を形成する装置。
【請求項１７】
　気体状の流体生成物を形成する方法において、



(3) JP 2008-516754 A5 2008.11.20

　実質的に液体状態の第一の流体流を単一の流体源から供給するステップと、
　実質的に液体状態の第二の流体流を単一の流体源から供給するステップと、
　前記第二の流体流の少なくとも一部分を蒸発させ、気体状流体を形成するステップと、
　前記第一及び第二の流体流の少なくとも一方の流量を変化させるステップと、
　前記第一の流体流及び前記第二の流体流を組み合わせて気体状の流体生成物を形成する
ステップとを備え、
　前記流量を変化させるステップは、前記気体状の流体生成物の少なくとも１つのパラメ
ータに影響を与える、気体状の流体生成物を形成する方法。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の方法において、前記気体状の流体生成物の少なくとも１つのパラメ
ータを測定するステップを更に備える、方法。
【請求項１９】
　請求項１７に記載の方法において、前記少なくとも１つのパラメータは、温度、圧力及
び流量から成る群から選ばれる、方法。
【請求項２０】
　請求項１８に記載の方法において、前記測定するステップは、前記流量を変化させるス
テップの前に行われる、方法。
【請求項２１】
　請求項１９に記載の方法において、前記単一の流体源は低温流体を備える、方法。
【請求項２２】
　気体状の流体生成物のパラメータを制御する方法において、
　前記液相材料の２つの別個の流れを、単一の供給源から除去し、該２つの別個の流れが
第一の流れと第二の流れとを形成するようにするステップと、
　前記第一の流れを第一の弁を有する第一の管に通すステップと、
　前記第二の流れを気体発生器と、第二の弁とを有する第二の管に通すステップと、
　前記気体発生器を使用して、前記第二の流れの少なくとも一部分を蒸発させて、気体状
生成物を形成するステップと、
　前記第一の弁を使用して、前記第一の流れの少なくとも１つのパラメータを制御するス
テップと、
　前記第二の弁を使用して前記第二の流れの少なくとも１つを制御するステップと、
　前記第一の流れ及び前記第二の流れを混合して少なくとも１つの所望のパラメータを有
する気体状の流体生成物を形成するステップと、
を備える、気体状の流体生成物のパラメータを制御する方法。
【請求項２３】
　請求項２２に記載の方法において、前記少なくとも１つの所望のパラメータは、ある温
度範囲の温度である、方法。
【請求項２４】
　請求項２３に記載の方法において、前記温度範囲は、前記気体状の流体生成物の約沸騰
温度と約雰囲気温度との間にある、方法。
【請求項２５】
　流体を形成する装置において、
　少なくとも液相の流体を保持する流体容器と、
　入口端と、出口端とを有する気体発生器であって、該気体発生器の入口端は前記流体容
器と接続され、前記気体発生器は実質的に液相の流体を受け取り且つ該流体を実質的に蒸
気に変換するようにした前記気体発生器と、
　入口端と、出口端とを有する第一の流体管であって、該第一の流体管の入口端は前記流
体容器と接続され、前記第一の流体管は実質的に液相の流体を受け取り、前記第一の流体
管の出口端は、流体生成物の出口を画成する前記気体発生器の出口端と流体的に接続され
るようにした前記第一の流体管と、
を備える、流体を形成する装置。



(4) JP 2008-516754 A5 2008.11.20

【請求項２６】
混合された生成物を形成する装置において、
　気体―液体境界面を有する流体を保持する第１の手段と、
　前記第１の手段からの第１の流体流れを前記気体―液体境界面の下方から引き出す第２
の手段と、
　前記気体―液体境界面の下方で、前記第１の手段から第２の流体流れを引き出し、且つ
前記第２の流体流れの少なくとも一部分を上記に変換する第３の手段と、
　前記第２の手段と第３の手段を接続する第４の手段であって、前記第１の流体流れと第
２の流体流れを混合して混合された生成物を形成し、前記混合された生成物を排出する前
記第４の手段と、
を備えた装置。
【請求項２７】
流体を形成する装置において、
　気体―液体境界面を有する流体を保持する単一の流体源と、
　入口及び出口を有する第１の流体管であって、前記入口が前記気体―液体境界面の下の
前記単一の流体源に流体的に接続されている前記第１の流体管と、
　前記第１の流体管の入口及び出口の間において、前記第１の流体管に配置されたガス発
生器と、
　入口及び出口を有する第２の流体管であって、前記入口が前記気体―液体境界面の下の
前記単一の流体源に流体的に接続され、前記第２の流体管が前記第１の流体管よりも多い
流体を移送するような大きさとされた、前記第２の流体管と、
　入口及び出口を有する生成物排出マニホールドであって、前記入口が前記第１の流体管
及び第２の流体管の各々の出口に流体的に接続され、前記出口が前記生成物排出マニホー
ルドで発生された排出流を排出する、前記生成物排出マニホールドと、
を備えている、装置。
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